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 【病院長就任のごあいさつ】 
 

 このたび、４月１日付けで杉田裕前病院長の後任として、埼玉県立循

環器・呼吸器病センターの第７代病院長に就任いたしました星永進です。   

 私は当センターに呼吸器外科医として平成３年に赴任しました。 

 当時は、蔓延する結核に対する医療を目的に昭和２９年に開設された、

埼玉県立小原療養所の時代でありました。 

 その後、医療の進歩により結核発生が減少する一方、人口の高齢化、

食生活の変化、社会生活の複雑化に伴う心・大血管の疾患や脳血管疾患

等循環器系疾患が増加してきたため、平成６年４月に、埼玉県立小原循

環器病センターとして新しい道を歩み始めました。 

 平成１０年４月には肺がん等の呼吸器系難治疾患に対応するため、結核病床を残しつつ一般

病床への機能転換を図り、県立循環器・呼吸器病センターとして再スタートいたしましたが、

開設以来２０年を経過し、求められる医療が変わる一方で、施設にはゆとりがなくなってきま

した。 

 このため、施設の狭隘化に対応するとともに、医療機能の拡充を図るため、現在、新館の整

備を進めているところです。 

 新館には、新たな政策医療の展開として、北部保健医療圏初となる緩和ケア病床２４床を整

備します。 

 また、高度・先進医療への対応として、呼吸器専門の集中治療室を新設し、呼吸器系の重症

患者への対応を強化するとともに、本館棟の手術室を移設し、うち１室については、血管造影

装置を備えたハイブリッド手術室とします。 

 昨年１１月に着工し、平成２８年度中の完成を目指し、工事を進めているところです。 

 昨年度は、公益財団法人日本医療機能評価機構の病院機能評価受審の年でもありました。本

年３月に認定を受けることができましたが、受審の結果、明らかになった課題もございます。 

 ハード・ソフト両面の充実を図り、職員一人一人が自覚を持って医療の質の向上を図ってい

きたいと考えております。 

 私たちは『誠意と熱意をもって患者さんに接する』という基本理念を掲げ、『患者さん第一』

をモットーに患者さん中心の医療を提供しております。 

 医療機関として保証できる医療の質、より高度な医療、より安全な医療を提供できる体制を

維持することが重要であると考えております。 

 地域の医療機関の方々と一層緊密に連携・協調を図り、地域医療の向上に努力してまいりま

す。 

 今後とも皆様のご指導ご協力をお願い申し上げます。 

                   病院長 星 永進 
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 【地域医療連携室長就任のごあいさつ】 

 このたび、埼玉県立循環器・呼吸器病センターの地域医療連携室長を兼務

することとなりました、副病院長の栁澤 勉です。 

 当院との医療連携につきましては、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼

申し上げます。また、昨年度は今後の病院運営の参考とするために実施した

アンケート調査に御協力をいただき、誠にありがとうございました。 

 当センターは平成２１年１月に、埼玉県知事から、地域医療支援病院の名

称承認を受け、同年４月に実務を担う地域医療連携室を設置しました。 

 地域医療支援病院は、医療機関の連携及び役割分担を図るため、紹介患者さんに対する医療提供

を通じ、「かかりつけ医」を支援する機能を備えた病院です。 

 平成２６年度の地域医療支援病院紹介率は９２．８％と、大変多くの患者様を御紹介いただきま

した。対して、地域医療支援病院逆紹介率は６４．５％で、症状の安定した患者さんについては、

積極的に地域の医療機関にお戻ししています。 

 地域の医療従事者の研修や、地域医師会の先生方と連携して、病診連携・症例検討会や地域公開

研修を実施し、平成２６年度は５５３名と、大変多くの地域医療従事者にご参加をいただきました。 

 また、放射線検査や生理検査等の医療機器について、登録医療機関による共同利用を行っており、

平成２８年４月１日現在、３２１の医療機関に御登録をいただいているところです。 

 現在、当センターでは、平成２９年春のオープンに向け、新館の建設工事を進めており、北部医

療圏初の緩和ケア病床の他、感染症病床や呼吸器専門集中治療室等の機能を備えることとなります。 

 私は平成４年６月に、呼吸器内科医として当センターに赴任いたしましたが、元々深谷市に生ま

れ育ち、学生時代は赤城山を毎日見て登下校しておりました。 

 故郷の地域医療にわずかでも貢献できる様、全力で任務を遂行したいと考えております。 

 今後とも皆様のご指導ご協力をお願い申し上げます。 

 新たな医療機能の新設・拡充を行うことにより、循環器・呼吸器の高度・専門病院として、地域

に根差した病院として、皆様方のご期待に応えてまいりたいと存じます。 

副病院長兼地域医療連携室長 栁澤 勉 

 

 

 

  

  

 平成２９年３月の新館棟オープンに向けて、基礎工

事を進めると同時に、鉄骨工事が始まり、徐々に建物

の形ができあがってきました。 

 現在のところ順調に工事が進んでおり、今後、コン

クリートの流し込みや、各階の内装・外装工事等を経

て、平成２９年１月ごろに竣工となる予定です。 

 新館棟には、北部保健医療圏初となる緩和ケア病床

や、新型インフルエンザ等の感染症への対応を強化す

るための感染症病床等が整備されます。   

 また、呼吸器専門集中治療室や、血管造影装置を備

えたハイブリッド手術室が設置されます。 

 新館棟が整備されることにより、新たな政策医療の展開や、更なる高度・先進医療への対応が可

能となり、地域の医療体制をより一層充実させていくことが可能となります。 

 地域医療の発展に向けて、今後も引き続き充実した病院づくりに努めてまいります。 

循環器・呼吸器病センター新館（仮称）工事の進捗状況 
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平成２８年度 診療科体制一覧（５月１日現在） 

●病院長 星 永進  

●副病院長 栁澤 勉 （緩和ケア科長、地域医療連携室長 兼務） 

●副病院長 小野口 勝久 （心臓外科長、感染症対策部長 兼務） 

●副病院長 武藤 誠 （循環器内科長、腎・高血圧内科長、医療安全管理室長 兼務） 
 
循環器内科 ≪科長・武藤 誠（副病院長兼務）≫ 
●副部長 宮本 敬史 ●副部長 中島 崇智   

●医長 菱谷 隆（本務：小児医療ｾﾝﾀｰ） ●医長 仲野 陽介 ●医長 鈴木 輝彦 

●医長 村上 彰通 ●医長 藤原 堅祐 ●医長 久保田 健之 

●医長 藤井 真也 ●医長 白崎 圭輔 ●医長 永吉 信哉 

●利根川 玲奈 ●野々上 明 ●池田 和也 
    
腎・高血圧内科（平成２８年度新設） ≪科長・武藤 誠（副病院長兼務）≫ 
●医長 清水 泰輔 ●医員 塩田 裕也   
       
心臓外科 ≪科長・小野口 勝久（副病院長兼務）≫ 
●副部長 田口 真吾 ●副部長 花井 信   
●医長 山城 理仁     
       
血管外科 ≪科長兼副部長・墨 誠≫ 
●医員 手塚 雅博     
       
放射線科 ≪科長兼部長・叶内 哲≫ 
●副部長 松本 寛子     
●医長 上田 みゆき ●医長 髙田 直美   
       
呼吸器内科 ≪科長兼部長・高栁 昇≫ 
●副部長 倉島 一喜     
●医長 鍵山 奈保 ●医長 髙久 洋太郎 ●医長 石黒 卓 
●医長 小田島 丘人 ●医長 太田 池恵 ●医長 河手 絵理子 
●医員 中元 康雄     
●奥田 慶太郎 ●西田 隆 ●佐久間 翔 
       
緩和ケア科 ≪科長・栁澤 勉（副病院長兼務）≫ （※緩和ケア病床は平成２９年３月整備予定） 
  
呼吸器外科 ≪科長兼部長・池谷 朋彦≫ 
●副部長 髙橋 伸政     
●医長 齋藤 雄一 ●医長 諸岡 宏明 ●医員 堀内 翔 
       
消化器外科 ≪科長兼副部長・神山 陽一≫ 
●医長 豊増 嘉高     
       
脳神経外科 ≪科長兼部長・大井川 秀聡≫ 
●医長 伏原 豪司 ●医員 髙見澤 幸子   
       
リハビリテーション科 ≪科長兼部長・洲川 明久≫ 
  
麻酔科           科長兼副部長 三好 壮太郎 
●副部長 加賀谷 慎     
●医長 三田 範勝 ●医長 髙橋 利和 ●医員 前田 隆求 
       
病理診断科 ≪科長兼部長・清水 禎彦≫  
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